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第３回ブロック活動者学校
日　時 １０月１７日（土） 10：00～16：30
場　所 ホテルテラスザガーデン水戸
内　容 2020賃金確定闘争に向けて

　
現
在
、
２
０
２
０
現
業
・

公
企
統
一
闘
争
の
強
化
に
向

け
各
単
組
オ
ル
グ
が
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
県
本
部
は
８
月
　
日
、
自

21

治
労
会
館
で
２
０
２
０
現
業
 

・
公
企
統
一
闘
争
の
推
進
に

向
け
第
１
回
闘
争
委
員
会
を

開
き
、
取
り
組
み
の
指
標
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
討
議

し
ま
し
た
。

　
自
治
体
職
場
で
は
、
こ
れ

サ
ー
ビ
ス
は
、
い
ま
危
機
的

な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
現
業
職
場
で
は
、
欠
員
不

補
充
が
進
み
、
現
業
職
員
が

大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
技
術
・
技
能
の
継
承

ま
で
の
行
き
過
ぎ
た
人
員
・

財
政
削
減
に
よ
り
、「
現
場

力
」
は
大
き
く
削
が
れ
、
通

常
業
務
だ
け
で
な
く
多
発
す

る
自
然
災
害
に
対
し
て
自
治

体
の
責
任
に
よ
る
地
域
公
共

も
軽
視
さ
れ
て
お
り
、
災
害

時
の
対
応
体
制
を
確
保
・
確

立
す
る
た
め
に
は
直
営
堅

持
・
人
員
確
保
は
最
重
要
課

題
で
す
。

　
一
方
、
公
企
職
場
で
は
、

各
地
で
集
中
的
な
豪
雨
な

ど
、
過
去
に
例
を
見
な
い
災

害
が
頻
発
し
て
お
り
、
自
治

体
の
責
任
と
し
て
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
で
あ
る
上
下
水
道
の
直

営
維
持
も
重
要
で
す
。

　
こ
う
し
た
現
業
・
公
企
職

直
営
堅
持
で
公
共
サ
ー
ビ
ス
守
ろ
う

現
業
・
公
企
統
一
闘
争
に
総
力
を

2020現業・公企統一闘争の取り組み
【基本的な目標】
①2020現業・公企統一闘争の基本的な目標を「自治体現場力の
回復による質の高い公共サービスの確立」とします。

②2020現業・公企統一闘争第１次闘争の中間総括ならびに、新
型コロナウイルス感染症の対応に対する総括を踏まえ、感染防
止対策を徹底してすべての単組での取り組みを強化します。
【闘争の重点課題】
①現業・公企職場の直営堅持
②質の高い公共サービスの確立にむけた新規採用
③新型コロナウイルス感染症に対する対応の強化
④再任用職員を含めた技能労務職員の賃金改善の取り組み強化
⑤現場で培った知識・経験を活用した政策の実現にむけた労使
協議

⑥災害時における危機管理体制の強化
⑦上下水道料金の減免・減額などによる減益を根拠とした給与
や人員の削減阻止

⑧コンセッション方式導入や安易な事業統合の阻止
⑨業務上必要となった資格取得にかかる公費負担の徹底
⑩定年後も働き続けられる職場の確立
⑪会計年度任用職員の処遇改善
⑫公務災害撲滅にむけた当局責任の明確化
⑬すべての労使合意事項に対する協約の締結
【取り組み日程】
①要求書提出ゾーン　　　10月５日～10月13日
②回答指定基準日　　　　10月14日
③交渉強化ゾーン　　　　10月14日～10月22日
④全国統一闘争基準日　　10月23日
⑤県本部現業公企統一闘争総決起集会　　10月24日
⑥協約締結強化ゾーン　　11月

８月２１日に開催された第１回現業・公企統一闘争委員会

場
を
め
ぐ
る
状
況
を
踏
ま

え
、
２
０
２
０
現
業
・
公
企

統
一
闘
争
は
、
地
域
の
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
再
構
築
と
そ
れ

を
支
え
る
現
業
・
公
企
職
場

の
直
営
堅
持
と
人
員
確
保
を

要
求
し
、
職
員
が
安
心
し
て

働
く
こ
と
の
で
き
る
労
働
条

件
を
確
立
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
す
べ
て
の
自
治
体
単
組
で
現

業
・
公
企
統
一
闘
争
に
総
力
を

上
げ
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　
県
本
部
は
９
月
　
日
、
自

11

治
労
会
館
で
定
期
大
会
に
向

け
組
織
財
政
集
会
を
開
き
、

今
年
度
の
財
政
見
通
し
と
組

織
強
化
・
拡
大
の
た
め
の
推

進
計
画
を
議
論
し
ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
千
歳
委
員

長
は
、
「
第
５
次
組
織
拡
大

計
画
で
は
、
県
本
部
組
合
員

を
４
年
間
で
１
２
５
０
０
人

か
ら
１
５
０
０
０
人
を
め
ざ

す
と
し
た
が
、
今
年
度
は
昨

年
よ
り
２
０
０
人
の
組
合
員

が
減
少
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
新
採
対
策
が
困
難
な
状

況
に
あ
る
が
全
員
加
入
を
め

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

　
組
織
・
財
政
の
強
化
を

大
会
に
向
け
組
織
財
政
集
会

ざ
し
単
組
・
県
本
部
一
体
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た

い
。
こ
の
集
会
で
大
会
に
向

け
た
討
議
を
お
願
い
し
た

い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
鈴
木
財
政
局
長

が
、
２
０
２
１
年
度
の
財
政

見
通
し
に
つ
い
て
述
べ
、
組

合
員
の
減
少
等
、
財
政
的
に

大
変
厳
し
い
状
況
の
中
で
、

事
業
内
容
を
精
査
し
経
費
節

減
に
努
め
、
今
年
度
の
組
合

費
は
据
え
置
く
こ
と
を
提
案

し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
宮
田
組
織
部

長
が
組
織
強
化
・
拡
大
の
た

め
の
推
進
計
画
案
を
提
案
。

特
に
、
県
本
部
組
合
員
１
５

０
０
０
人
へ
の
到
達
を
め
ざ

し
、
す
べ
て
の
単
組
が
「
要

求
・
交
渉
・
妥
結
」
及
び
書

面
化
・
協
定
化
の
闘
争
サ
イ

ク
ル
が
確
立
で
き
る
組
織
力

の
強
化
を
中
心
に
、
組
合
活

動
の
担
い
手
づ
く
り
、
単
組

役
員
任
期
の
複
数
年
化
、
機

関
紙
活
動
の
強
化
な
ど
を
進

め
て
い
く
と
し
ま
し
た
。
ま

た
、
組
織
拡
大
の
基
本
に
、

会
計
年
度
任
用
職
員
の
組
織

化
と
処
遇
改
善
、
消
防
職
員

の
自
主
組
織
づ
く
り
支
援
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
民
間
職
場
へ

の
組
織
拡
大
な
ど
を
進
め
て

い
く
と
し
ま
し
た
。

　
質
疑
で
は
、
「
財
政
調
整

積
立
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
を

続
け
れ
ば
積
立
金
が
な
く
な

る
。
組
織
拡
大
は
重
要
だ

が
、
困
難
な

ら
専
従
体
制

の
見
直
し
も

必
要
で
は
な

い
の
か
、
考

え
方
を
示
し

て
ほ
し
い
」

（
水
戸
）
な

ど
の
質
問
と

意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

組織財政集会であいさつする千歳委員長

　今年の自治研全国集会は、新型コロナウ
イルスの影響からwebを用いた開催形態と
なりました。
　全体集会当日（10月10日）は自治労茨城
県本部にサテライト会場を設置し参加しま
す。
　また、特別分科会は自治研のホームページ
（http://www.jichiro.gr.jp/jichiken/index.html）
から専用ページにアクセスしてください。
パスワードは「2020apple1957」です。
　組合員の皆様の積極的な参加をお願いし
ます。

域 育違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違
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県
本
部
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
学

校
の
第
２
回
目
が
９
月
１
日

の
県
北
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
９
月

　
日
の
県
南
ブ
ロ
ッ
ク
ま
で

１１県
内
６
か
所
で
開
か
れ
ま
し

た
。
２
回
目
の
テ
ー
マ
は

「
助
け
合
い
‐
じ
ち
ろ
う
の

共
済
に
つ
い
て
‐
」
と
題
し

て
自
治
労
共
済
茨
城
県
支
部

花
岡
事
務
局
長
が
講
師
と
し

て
壇
上
に
立
ち
ま
し
た
。

　
共
済
活
動
も
組
合
活
動
の

両
輪
と
し
て
大
切
で
す
。
花

岡
事
務
局
長
は
自
治
労
共
済

に
つ
い
て
、「
共
済
は
営
利

が
目
的
で
な
く
、『
組
合
員

へ
の
最
大
奉
仕
』が
目
的
。

組
合
員
自
ら
が
出
資
し
、
自

水戸ブロック活動者学校で講演する花岡自治労
共済事務局長

「
助
け
合
い
」
が
原
点
の
共
済

ら
が
利
用
す
る
こ
と
で
、
自

ら
が
運
営
す
る
『
た
す
け
あ

い
』
で
あ
る
」
こ
と
を
強

調
。「
割
安
な
掛
け
金
が
可

処
分
所
得
を
向
上
さ
せ
る
」

と
し
実
質
的
な
賃
上
げ
と
同

じ
効
果
が
期
待
で
き
る
と
し

て
各
種
共
済
制
度
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。
最
後
に
、

自
治
労
と
い
う
　
万
組
合
員

80

の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生

か
し
、
共
済
制
度
の
活
用
と

加
入
・
推
進
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

第
２
回
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
者
学
校

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
医
療
現

場
で
の
個
人
防
護
具
（
Ｐ
Ｐ

Ｅ
）
不
足
が
大
き
な
問
題
と

な
っ
た
。
防
げ
た
は
ず
の
感

染
で
２
０
０
～
３
０
０
人
の

医
療
従
事
者
が
死
亡
し
た
イ

ギ
リ
ス
で
、
そ
の
理
由
を

探
っ
た
リ
サ
ー
チ
の
内
容

を
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル

研
究
所（
オ
ラ
ン
ダ
）の
研
究

員
、
岸
本
聡
子
さ
ん
か
ら
う

か
が
っ
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
に
は
国
が
運
営

す
る
国
民
保
健
サ
ー
ビ
ス

（
Ｎ
Ｈ
Ｓ
）が
あ
り
市
民
の
健

康
を
守
っ
て
き
た
。
そ
の
下

で
な
ぜ
Ｐ
Ｐ
Ｅ
の
不
足
が
起

き
た
の
か
。

　
調
べ
て
い
く
と
、
病
院
の

清
掃
、
給
食
な
ど
の
周
辺
業

務
や
資
材
調
達
な
ど
で
民
営

化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
調
達
は
、
日
本
も

含
め
２
２
０
カ
国
で
サ
ー
ビ

ス
を
展
開
す
る
物
流
大
手
Ｄ

Ｈ
Ｌ
な
ど
が
落
札
し
て
い

た
。
　
巨
大
企
業
が
調
達
を
担
当

す
る
と
巨
大
な
力
で
Ｐ
Ｐ
Ｅ

も
か
き
集
め
ら
れ
そ
う
だ

が
、
そ
う
は
な
ら
な
か
っ

た
。
　
こ
う
し
た
企
業
は
効
率
優

先
、
ジ
ャ
ス
ト
・
イ
ン
・
タ

イ
ム
で
在
庫
を
持
た
ず
、
グ

ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
か
ら
最
安
値
で
の

調
達
を
図
る
。
平
時
に
は
効

率
的
な
し
く
み
だ
っ
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
な
危
機
の

時
に
は
暗
転
す
る
。
岸
本
さ

ん
は「『
効
率
化
の
た
め
』に

行
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
非
効

率
、
不
透
明
、
無
責
任
を
生

ん
で
い
た
」と
指
摘
し
た
。

　
日
本
の
公
立
病
院
で
も
周

辺
業
務
の
民
間
委
託
が
広
が

る
。
大
阪
市
で
は
Ｐ
Ｐ
Ｅ
の

代
わ
り
に
カ
ッ
パ
を
集
め
物

議
を
醸
し
た
。

　
問
題
の
一
端
が
見
え
た
の

が
、
十
三
市
民
病
院
で
働
く

委
託
労
働
者
が
松
井
一
郎
大

阪
市
長
の
ぶ
ら
下
が
り
に
遭

遇
し
、
市
長
を
供
追
及
僑
し

た
一
幕
だ
っ
た
。「
カ
ッ
パ

は
い
り
ま
せ
ん
。
防
護
具

を
」と
の
求
め
に「
カ
ッ
パ
で

も
、
な
い
よ
り
え
え
や
ろ
」

と
言
い
返
し
、
松
井
市
長
は

そ
の
場
を
立
ち
去
っ
た
。

　
や
り
と
り
の
後
、
委
託
労

働
者
は
上
司
に
呼
び
出
さ

れ
、
神
戸
の
病
院
へ
の
配
転

を
告
げ
ら
れ
た（
労
使
交
渉

中
）。
圧
力
や
忖
度（
そ
ん
た

く
）は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
　
十
三
市
民
病
院
は
地
方
独

立
行
政
法
人
大
阪
市
民
病
院

機
構
の
傘
下
に
あ
る
。
大
阪

の
後
を
追
う
か
の
よ
う
に
、

東
京
都
も
都
立
・
公
社
病
院

の
独
立
行
政
法
人
化
を
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
。
め
ざ
す

の
は
「
ワ
イ
ズ
ス
ペ
ン
デ
ィ

ン
グ
（
賢
い
支
出
）
」
と
称

す
る
効
率
化
だ
。

　
余
裕
を
持
た
な
い
「
効
率

化
」
は
、
危
機
が
く
る
と
も

ろ
い
。
命
を
預
か
る
し
く
み

に
は
不
向
き
だ
と
い
う
岸
本

さ
ん
の
話
に
う
な
ず
き
つ

つ
、
新
自
由
主
義
と
い
う
迷

信
の
根
強
さ
に
悩
む
。
命
を

守
る
た
め
、
転
換
を
急
が
な

け
れ
ば
。

ジャーナリスト

北　健一

　Ｐ
Ｐ
Ｅ
不
足
の

　　　　　　　　　　意
外
な
背
景

第１回：「自治労運動と私たちの課題」
　講師：千歳自治労県本部委員長
第２回：「助け合い―じちろうの共済について―」
　講師：自治労共済茨城県支部花岡事務局長

人数第１回目ブロック 第２回目
17８月４日県北 17９月１日
23８月５日水郡 21９月３日
23８月６日水戸 17９月８日
14８月１８日鹿行 20９月９日
20８月１９日土浦 16９月１０日
32８月２０日県南 27９月１１日

  経
済
ニ
ュ
ー
ス
の
裏
側
桐

ニュース・ワード

母
親
か
ら
同
時
に
複
数
生
ま

れ
て
く
る
子
ど
も
の
こ
と
。

出
生
確
率
は
、
妊
婦
約
１
０

０
人
に
１
人
。
母
親
の
出
産

年
齢
が
高
い
ほ
ど
出
生
確
率

は
、
上
昇
す
る
と
い
わ
れ
ま

す
。
　
近
年
、
乳
幼
児
期
の
夜
泣

き
や
、
授
乳
と
い
っ
た
育
児

上
の
身
体
的
負
担
が
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
行
政
が
妊

娠
段
階
か
ら
の
支
援
体
制
を

整
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
２
０
１
９
年
に
は
、
個
人

事
業
主
な
ど
国
民
年
金
の
第

一
号
被
保
険
者
の
保
険
料
免

除
制
度
が
ス
タ
ー
ト
。
多
胎

妊
娠
は
、
通
常
よ
り
２
カ
月

多
く
免
除
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ

か
、
当
事
者
た
ち
の
「
多
胎

育
児
サ
ー
ク
ル
」
も
全
国
各

地
に
発
足
し
て
い
ま
す
。

　
多
胎
児
は
、
双
子
や

三
つ
子
な
ど
、
一
人
の

タ
化
し
た
も
の
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

流
行
拡
大
を
防
止
す
る
た
め

の
テ
レ
ワ
ー
ク
を
推
進
す
る

上
で
、
障
害
の
一
つ
と
し
て

挙
げ
ら
れ
た
の
が
「
紙
の
書

類
に
上
司
か
ら
の
印
鑑
が
要

る
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

経
済
界
が
強
く
要
望
し
、
こ

う
し
た
「
対
面
で
な
い
と
で

き
な
い
作
業
」
を
簡
略
化
す

る
た
め
、
電
子
ハ
ン
コ
導
入

や
、
決
裁
そ
の
も
の
を
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
す
る
動
き
が
急

速
に
拡
大
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
　
民
間
企
業
だ
け
で
な
く
、

「
本
人
確
認
」
が
必
要
な
行

政
機
関
で
も
導
入
を
望
む
意

見
も
あ
り
ま
す
が
、
業
界
団

体
か
ら
は
「
日
本
の
文
化
が

壊
れ
る
」
と
い
っ
た
反
対
意

見
も
あ
り
ま
す
。

　
契
約
に
関
す
る
書
類

へ
の
押
印
を
電
子
デ
ー

多
胎
児
ケ
ア

電
子
印
鑑

水
戸
市
職
員
組
合

執
行
委
員
長
　
菅
谷
　
賢
一

副
執
行
委
員
長
　
照
山
　
　
匠

　
　
〃
　
　
　
根
本
　
知
明

書
記
長
（
専
従
）　
 三
浦
　
一
浩

書
記
次
長
　
　
星
　
　
卓
見

執
行
委
員
　
　
後
藤
　
主
税

　
　
〃
　
　
　
渡
邊
　
弘
幸

　
　
〃
　
　
　
藤
田
　
雅
久

　
　
〃
　
　
　
清
水
加
菜
子

　
　
〃
　
　
　
内
堀
　
仁
美

　
　
〃
　
　
　
米
川
　
　
円

　
　
〃
　
　
　
早
川
　
　
慶

　
　
〃
　
　
　
野
村
　
俊
貴

龍
ケ
崎
市
職
員
労
働
組
合

執
行
委
員
長
　
友
信
　
勝
美

副
執
行
委
員
長
　
石
神
　
信
浩

書
　記
　長
　
　
朝
日
出
祥
一

書
記
次
長
　
　
圓
城
寺
和
則

組
織
部
長
　
　
山
﨑
　
隆
博

執
行
委
員
　
　
宮
本
　
翔
太

　
　
〃
　
　
　
石
山
　
　
駿

　
　
〃
　
　
　
山
下
　
佳
峻

　
　
〃
　
　
　
林
　
　
信
好

　
　
〃
　
　
　
板
倉
　
美
和

　
　
〃
　
　
　
増
田
　
恵
子

　
　
〃
　
　
　
田
中
　
洋
子

　
　
〃
　
　
　
仲
村
　
尭
之

各
単
各
単
組組役

　
　
役
員員


